
鳥取県立倉吉東高等学校

今年度の
重点目標

目指す姿 現状 経過・達成状況 評価

・生徒自身の学びが内発的なものとなり、日々の
学習が緊張感と落着きの中ですすめられている。

・学校生活が品位ある言動に満ち、生徒は環境
整備や規律徹底に向けて主体的に行動してい
る。

・生徒全員が部活動に加入し、学習との両立のな
かで、部活動が主体的、積極的な活動となってい
る。

・教職員に「率先垂範」の意識が浸透し、協働性
のある指導ができる。

・多くの生徒が落ち着いた態度で学習に取り組んでい
るが、指示がないと学習に取り組めない指示待ち型
の生徒が多い。

・挨拶に象徴されるように礼儀正しく節度ある行動を
取れる生徒が多いが、清掃や携帯電話の使用などの
面で幼さの残る生徒も見られる。

・部活動への加入率は96.7％と高く、活動内容や部室
の使用状況も改善されてきたが、学習との両立がで
きていない生徒が見受けられる。

・分掌にとらわれず、協働の精神を自ら実践しようと
する職員が増えてきた。

・アクティブラーニングを取り入れた授業も次第に定着し、生徒も活動の内
容を理解し、積極的に参加できるようになってきた。

・提出物の質の向上や期限の厳守などの指導を通して、多くの生徒に改善
の兆しが見られる一方で、依然として幼さ･甘さの残る生徒も見られる。

・部活動終了後も自主練習と称して、遅くまで練習を続ける生徒がいるが、
その中には学習との両立ができていない生徒も多い。

・各学年・分掌内では、協働的に動こうとする教職員が増え、活発で建設的
な議論や円滑な業務の遂行のための協力体制などが見られるようになっ
てきた。

Ｃ

・昨年度研究推進してきた「アクティブラーニング」
の考えを発展させ、職員研修の成果が日々の学
習指導を通じて、生徒に還元されている。

・生徒の学びがテストや大学受験といった実利的
目的にとどまらず、真理探究や社会貢献といった
高次な目標に向かうものとなっている。さらに、生
涯にわたる学びの意義や教科の魅力を理解し、
学習が内発的･主体的なものとなっている。

・「アクティブラーニング」の目的や効果を多くの職員
が理解し実践しているが、授業の中での効果的な実
践方法についてはまだ模索中である。

・学びの意義を理解し、主体的に学ぶことができる生
徒も増えてきたが、まだ「やらされる学習」「与えられ
る学習｣にとどまっている生徒も多い。
・職員の側にも「与えないと学習しない」という意識が
依然として残っている。

・校内理論研修２回と県主催の理論研修４回は予定通り実施し、職員会議
後の職員研修でフィードバックしている。特に２回目の校内理論研修では、
数学と英語の研究授業を併せて行い、講師から直接授業改善のアドバイ
スを受けることができた。
今後は、県外の先進校視察、各教科で県外教職員との交流を行う。
・東高独自のアクティブラーニング授業のスタイルについては、一つの手法
にこだわらず、多様な方法を模索中である。

・多くの生徒がアクティブラーニング自体は楽しみ、積極的に参加している
が、授業アンケートの結果では、「発展的な内容を自主的に学習する」「さ
らなる学習意欲がわく」「定期考査や模試から、学力がついてきていると感
じている」生徒は減少している（前年度比較）。知識の定着という観点で
は、後退した。
・各教科が授業ごとの確認テストを実施したり、生徒に解ける実感を持たせ
ることや、家庭学習の具体的指示の必要性が強くなってきている。

Ｂ

・全教職員が｢倉吉東高校のかたち」に基づいて、
学校生活のあらゆる場面を通して、生徒の意識
が｢今・自分・依存｣から「未来・社会・貢献」へと向
けられるような生き方指導を行っている。

・全教職員が進路指導に関する適切な知識や技
能を習得し、３年間のどの段階においても、適切
な指導を行っている。

・多くの生徒が視野を広げ、適切な進路目標を立てて
いるが、意識を社会貢献に向けられない生徒や進路
選択に対して消極的な生徒も一部見受けられる。

・３年進路検討会への参加者は多いが、１・２年進路
判定会の参加者は少なく、学年の枠を超えて進路指
導の知識や技能が十分に共有できているとは言えな
い。低学年からの進路指導におけるスキルアップが
必要な状況である。

・生徒には学年集会や講演会、保護者には育友会総会や刊行物などを通
じて、キャリア形成における高校生活の重要性を説いている。「進路のしお
り」の原稿を親子で執筆していただき、保護者としてのサポートがわかるよ
うにした。
・進路学習の年間計画を明示し、担任団と連携して取組み、単なる学校選
びとならないように工夫した。１・２年生ともに、学部学科調べを行った。

・新旧３年担任会の参加者３７名、３年生進路判定会の参加者４３名。例年
よりも多くの教職員が参加し、職員研修の場として機能を果たしている。
・キャリア部員が各学年の担任会に参加し、情報共有を行うよう心がけた。

Ｂ

・中部地区を代表する進学校として、生徒・保護
者・中学校などからの期待にふさわしい実績を維
持し、さらなる向上が期待できる。

・国公立大学現役合格者数１２５名以上。

・中堅国公立大学以上現浪合格者数７０名以上。

・難関大学現浪合格者数２０名以上。

・東京大学現浪合格者数５名。

【国公立大学現役合格者数】
Ｈ２３年度１４５名　Ｈ２４年度１４０名　Ｈ２５年度１２０
名
※Ｈ２５年度より５クラス

【中堅国公立大学以上現浪合格者数】
Ｈ２３年度６６名　Ｈ２４年度５２名　Ｈ２５年度４９名

【難関大学現浪合格者数】
Ｈ２３年度２１名　Ｈ２４年度２１名　Ｈ２５年度２５名

【東京大学現浪合格者数】
Ｈ２３年度３名　Ｈ２４年度２名　Ｈ２５年度１名

・各学年ともに概ね適切な志望校となっているが、志望に見合った学力の
育成が課題となっている。特に、１・２年生においては、学習時間の少ない
生徒がいることから、面談等を通じて、進路目標に見合った自宅での学習
量となるよう指導している。
・３年生においては中上位層が厚く、今後に期待がもてる。一方で、１・２年
生では中位層が減少傾向にある。
・理系科目を中心に、新教育課程に係る研究会に参加し、対策等を学び、
指導に生かしている。

・放課後課外における２次課外においては、細やかな指導ができるよう例
年よりも細分化された講座を開講している。

・大山学習合宿によるOBの指導、１・２年学術クラスの生徒と難関校OBと
の懇談会を行い、卒業生から良い刺激を受けた。

　
・三校合同東京大学対策講座への参加者は２０名あり、他校の生徒と切磋
琢磨しながら良い刺激を受けている。放課後課外でも難関大向けの講座
を開設しており、ほぼ同じメンバーが参加している。

Ｃ

平成２６年度　学校自己評価表　　　　

中長期目標
（学校ビジョン）

　「倉吉東高のかたち」の理想に沿った様々な教育活動を充実発展させるとともに、主体的な学習者・２１世紀の日本を支え、世界をリー
ドする高い志を持った人材の育成をめざす。

１　主体的学習者の育成
２　積極的な活動の創成
３　キャリア教育の充実
４　広報連携力の更なる強化
５　定時制教育の充実

年度当初 評価結果（中間評価）

２．キャリア
教育の充実
(キャリア形
成)

OJTの充
実と進路
指導力の
向上

※OJT
オン・ザ・
ジョブト
レーニング

・全教職員が授業や進路指導だけでなく様々な場面を通して、「倉吉東高校のか
たち」の理念の生徒・保護者への浸透を心がけ、生徒が受験を通して自らを高め、
社会にかかわろうとする意識が高まるよう取り組む。
・１・２年の進路学習の充実及び改善を行い、社会貢献の観点に基づき、幅広い
進路選択の中から自らの進路が決定できるよう取り組む。

・教職員研修での積極的な意見交換を促すほか、職員一人ひとりが日々の取り組
みを通して進路指導に関する情報を受発信できるよう努める。
・３年担任団だけでなく、分掌と１・２年担任団との連携を一層すすめ、生徒個々の
キャリア形成に役立つ情報を共有するとともに、生徒が適切な進路志望がもてる
よう取り組む。

評価項目 具体的項目 具体的方策 改善方策

１．主体的
学習者の育
成（企画推
進・活動創

成）

文武両道
と規律ある
生活によ
る自立の
促進

｢土曜日授
業｣「1授業
単位65分」
を活用しな
がら、「ア
クティブ
ラーニン
グ」の研究
実践の進
展・充実

・校内研修や研究授業等を通して「アクティブラーニング」に関する知識や技術を
全ての職員が習得するとともに、65分授業に合う東高独自の授業スタイルについ
て科内で検討し、モデルとなる方法を策定する。
　　【校内理論研修①…5月15日　　講師　香山真一氏】
　　【校内理論研修②…9月４･5日　講師　齊藤萌木氏】
・校外理論研修や校外教職員との交流を通じて、指導力・実践力の向上を図る。
　　【県主催研修…年間5回　国語・数学・英語・地歴・理科・保体】
　　【校外教職員との交流…国語・英語・保健体育】

・より質の高い「アクティブラーニング」を通じて、主体的な学びの楽しさや価値をよ
り多くの生徒に体感させることで、生徒の内発性･主体性を促進し、その後の学習
活動につなげていくことができるような授業を実践する。

・65分授業やアクティブラーニングを活用して、生徒に学びの目的や楽しさを理解
させ、自主的に学習に取り組む意欲を喚起する。

・利己的な言動の見られる生徒に対しては毅然とした指導を行い、保護者と協力
しながら、集団の中の個を意識させ、自分の言動が周囲にどんな影響を与えるの
かを機会を捉えて深く考えさせる。

・開始･終了時刻を含めたけじめのある部活動を目指すとともに、学習不振者に対
しては部顧問も担任や教科担当と協力しながら指導にあたる。

・学年会・分掌部会・教科会・主任会が報告だけでなく、課題を共有し、様々な立
場から解決のための意見を出し合える場となるように努める。

・アクティブラーニング自体が目的化しないよう、その狙
いを再確認し、さらに質の高いものとなるよう学校全
体･教科などで研究･協議を深める。

・担任や教科担当の指導を継続するとともに、保護者
や部顧問とも協力し多角的な指導を行う。

･部顧問は、下校指導と家庭学習の定着・充実に向け
ての指導を行う。

・今後は、学年・分掌の枠を超えて業務を行えるよう、
広い視野と率先垂範の精神をさらに定着させる。

・年度内に各教科の授業スタイルを策定し、来年度から
の実施を目指す。
・ＡＬは生徒の多様性を生かし思考、判断する活動を通
して、知識理解と表現力を深める学習であり、知識の
定着を超えた次の段階に重きを置く授業形態である。
従って、基礎知識の反復による定着は生徒の家庭学
習に任せるところが大きい。よって、生徒にアクティブ
ラーニングの狙いと、アクティブラーニングの成功には
自主的な取組みの充実が不可欠であることを理解させ
る。

・知識の定着に関して、小テスト、確認テスト等の記述
する場面を授業に入れる工夫を進めると共に、生徒に
対して自分一人で学習し、演習を繰り返す重要性を指
導していく。
・授業アンケートを各教科で分析し、授業の改善に努め
るとともに、上記の授業スタイルにも反映させる。

・今後も講演会やＨＰなどを通じて、積極的に校内外へ
の発信を行い、生徒・保護者の進路意識の向上に努め
る。また、学年集会や面談を通じて、担任団と協力しな
がら、生徒が適切な進路意識をもてるように努める。
・１年生では文理選択に合わせた受験科目調べ、２年
生では学部学科調べを本格化させ、自分の進路を主
体的に考える機会を通じて的確な進路選択ができるよ
うにするともに、社会とのつながりを意識させる。

・３年進路判定会（１２・１月）、１・２年進路検討会（２
月）においても、参加者から多くの助言を得て、さまざま
な観点から生徒の可能性を生かした進路指導を行う。

中堅・難関
大学合格
者数の発
展

・１年次から志望校指導を行い、３学年を通じて適切な進路目標を設定させる。
・国数英の基礎力を定着させるために、１年次における学習習慣の確立を意識し
た初期指導を充実させる。
・各生徒が、志望校の検討と同時に、自らの学習法を点検し、苦手科目を克服す
ることにより、３年次には全ての生徒にＣＴに対応できる学力を保障する。
・各成績層の成績推移を確認し、成績結果に応じた適切な指導を行い、学力中位
層以上が厚くなるように努める。
・新学習指導要領に基づくセンター試験や２次試験への対応を各教科に促し、生
徒の進路実現に必要な学力の育成を図る。

・二次試験に必要な力をつけるために、補習授業や課外の内容を精選するととも
に、志望校別のグループを作り、互いに切磋琢磨する集団作りに取り組む。

・卒業生に接したり、県内外での難関大合宿などに参加することで、目標達成の
意欲を高め、具体的な方策が得られるよう指導する。
　

・東大志望者のチーム力を高めるとともに、三校合同講座などを通して校外からも
刺激を受けながら、模試や補習授業・課外などで具体的な指導を行う。

・志望校判定会などを通じて、担任団との情報交換に
より、今後も適切な進路志望がもてるよう努める。
・学習習慣の確立や学習時間の確保については、各教
科が立てた対策を着実に実行するとともに、担任・教科
担当者等による面談を通じて、進路目標の確認や学び
の意義の自覚による学習量の増加を図る。
・今後は個別指導を加えたり、CT試験以降の特別課外
がより効果的なものになるよう工夫する。

・今後も新教育課程に係る研修に積極的に参加するこ
とにより、生徒への還元を図る。

・今後県外での難関校合宿（２年生）に参加予定。首都
圏研修や研修旅行における大学訪問等などを通じてよ
り高い進路意識をもたせる。廃止された県内難関校合
宿については代替案を検討する。
・３年生については今後個別指導等を通じてよりチーム
化を図るとともに、１・２年生については東大志望者の
意識付けを学年段階に応じて行う。



目指す姿 現状 経過・達成状況 評価

・全ての生徒が自らのリーダーシップを自覚し、創
造的な態度で生活している。

・生徒自身が社会に広く関心を持ち、社会的課題
に対し当事者意識を持っている。

・自分や社会の将来に希望を持ち、今現在という
時に充実感を感じながら、真剣に日々の生活を
送っている。

・リーダーの資質を持っている生徒は少なくないが、
それを自覚し発揮しようとする態度は不十分である。

・社会的に逸脱した行動をとる場面はほとんど見られ
ないが、その社会に疑いを持ち、よりよくしていこうと
する態度の育成が不十分である。

・自己の能力を少しでも伸ばしていこうとする生徒が
多くいる中で、自らの理想と現実とのギャップに苦し
み、学校生活に消極的になっている生徒もいる。
・概ね計画性をもって自らを律しながら生活できてい
るが、将来への不安や見通しの悪さから、今現在を
充実させきれない生徒がいる。

・今年度は、執行部に２年生も入れて活動を行った。自ら活動する中で、生
徒会活動の楽しさや、問題点を感じ取ったようである。その２年生執行部の
なかから、後期生徒会会長に４名、生徒副会長に３名の立候補者が出た。

・交通マナーや公共施設でのマナーなど、校外における生徒の態度に問題
が見られる。学園祭の活動においても、自分さえよければいいという態度
が見られる部分もあり、周囲への配慮のできる生徒の育成という面で改善
がもとめられる。

・学園祭ではいろいろな失敗を通して、生徒たちが成長した姿が見られた。
部活動においても、全国大会において好成績をおさめる部もあり、限られ
た時間の中で充実した活動を行っている。教育相談については、ＳＣ（ス
クールカウンセラー）やＳＳＷr（スクールソーシャルワーカー）の助言を得な
がら、関係職員で支援内容を決定実行している。学校生活の中で徐々に
ではあるが、積極性が見られるようになった生徒もある。

・生徒が主体となって試行錯誤しながら学校行事を計画、準備、運営した。
新しいことにも挑戦しながら、今までにない学園祭や国際高校生フォーラム
を模索した。また、行事の後には反省会を設け、みずからの活動をしっかり
と振り返ることができた。

Ｂ

・地域の方や各中学校関係者に本校の教育方
針・教育内容が十分理解され評価されている。

・全職員が本校の教育方針・教育内容について
適切な説明をすることができる。
　

・本校が各中学校の実態を十分理解しており、生
活指導・学習指導等について、中学・高校の連続
性がある。

・中学教育を支援するため、本校が持つ教育資源
を積極的に提供している。

　

・本校の進路指導や大学の現状に対する保護者
の理解が深い。

・本校の教育方針・教育内容について、中学校教職
員や生徒、保護者の理解が不十分な点がある。

・管理職だけでなく、多くの教職員が中学校訪問を行
い、本校の教育について説明をしている。
・ＨＰの更新についても全職員で行い、学校の特色や
魅力を発信しようとしている。

・昨年度は倉吉東中学校と「スクラム教育推進事業」
を行い、英語・数学における連携を深めているが、全
教科・領域の連携に至っていない状況にあった。
　
・「中学生英語ブラッシュアップ講座」を実施し、中学レ
ベルを超えた英語力の育成を支援している。
・要請があれば英語・音楽・体育の教職員派遣に応じ
ている。
　

・保護者に対しては、8月、2月の進路講演会の他、11
月に大学見学会を実施して、情報提供を行っている。

・HＰの更新はほほ適切に行われており、またネットコモンズ２への更新に
際して画面の再構成を行い利便性を高めた。
・学校案内の写真、記事の年度更新を行い、鮮度の維持に努めた。
・高校説明会では、本校のチューターによる中学生との座談会や施設見学
を継続実施した。
・中学校主催の説明会には、21名の職員を派遣した。
・学校訪問などの来校者への説明は、連携発信部や活動創成部など必要
に応じた分掌担当者で対応した。
・ＨＰに関する説明会は実施しておらず、プリント配布とネット上でのデータ
提供に止まった。
・今年度は「長文読解をベースにした言語活動による学力向上」をテーマ
に、河北中とは年８回、東中とは年６回の乗り入れ授業を行う予定である。

・「英語ブラッシュアップ講座」は希望者が伸び悩んだが、最終的に昨年と
ほぼ同数の79名の参加となった。
・今年度は、バレーボール部、バスケットボール部、ソフトボール部、バドミ
ントン部、卓球部、剣道部、陸上部で中学校と合同練習や練習試合を行っ
た。

・今年度は11月19日（水）に、岡山大学を訪問する予定である。

Ｂ

・授業規律を守って意欲的に学習に取り組むとと
もに、自己の進路目標達成に向けて努力してい
る。
・わかりやすい授業と個々の生徒の実態に応じた
きめ細かな指導を行うことで、学力の向上を図
る。

・生徒が心身ともに健康で、規律とけじめのある
基本的な生活習慣を確立している。
・あらゆる機会を捉えて積極的に生徒との関わり
を持ち、主体的・意欲的に行動する生徒を育成す
る。

・研修旅行の目的をしっかりと認識し、計画段階
から意欲的に取り組み、自らの進路意識を高めて
いる。

・携帯電話やスマートホンが気になり授業に集中でき
なかったり、教室の後ろの席に座って学習に意欲的
に取り組めない生徒が一部見られる。
・基礎的な学力や学習習慣が十分に身についていな
いために理解するのに時間がかかる生徒が多い。ま
た、レポート等を計画的に取り組むことが難しい生徒
もいる。

・中学校の長期欠席者や他校で不登校経験を持つ生
徒が多い。
・少しずつ高校総体や生活体験発表で全国大会を目
指したり、生徒会活動に意欲的に関わる生徒が増え
てきた。

・研修先や研修内容の計画・準備がまだ不十分で、
自分の進路意識を高めることにつながっていない。

・授業規律について、座席や学習用具の準備は改善された。携帯電話や
スマートホンの使用については、今年度新たにルール作りをして指導して
いるが、一部の生徒の継続指導が必要である。
・進学希望者は６名。大学２名、短大３名、専門学校１名。学校訪問やオー
プンキャンパスに積極的に参加し、個々の進学先に向けた受験準備を行っ
ている。
・就職希望者は８名。昨年度より正規採用を目指す生徒が増えている。３
年団をはじめキャリアアドバイザー等と連携して、応募前見学や志望理由
書作成・面接練習を継続しているが、まだ未決定の生徒も多い。
・前期授業評価では、生徒の学習への取組について評価が良くなってい
る。授業公開・参観があまりできなかった。
・時間を有効に活用した基礎学習の取り組みが軌道に乗ってきた。

・毎日情報交換を行うことで、生徒の様子を素早く共有するとともに、レ
ポートの未提出も早期に把握でき、個別の声掛けができるようになった。
・担任、学年団、養護教諭、ＳＣの面談に加え、今年度から配置されたＳＳ
Ｗｒと連携することで生徒の家庭状況等の情報共有ができ、生徒指導に役
立っている。
・定通高校総体では卓球やバトミントンで全国大会に出場し、囲碁部門でも
高文連や高校囲碁選手権等の大会で活躍した。また、生徒会が中心と
なって七夕祭などの行事ができた。

・早期に新しい首都圏研修先を決定し、現在は班別研修を含めた全体計
画を検討している。

Ｂ

○ 評価基準

Ａ　本校の現状を大幅に改善し、目指す姿にほぼ到達した。課題は少なく、今後改善していく見込みがある。数値的目標を掲げた項目では、最低でも８０％以上になっている。

Ｂ　課題はあるが、改善に向けた取り組みが効果を上げつつある。現状に満足する状態ではないが、一定の成果があり、今後改善していく見込みがある。数値的目標を掲げた項目では、６０％～８０％の範囲内になっている。

Ｃ　課題を解決するにはまだ多くのステップがある。一定の成果はあがっているが、さらなる努力が必要である。数値目標を掲げた項目では、４０％～６０％の範囲内になっている。

D　改善に向けた具体方策の効果が上がらず、本校の現状が改善されていない。依然として課題が多く、今後の改善があまり見込めない。方策の全面的な見直しが必要である。数値的目標を掲げた項目では、最高でも４０％未満である。

３．積極的
な活動の創
成（活動創

成）

活動創成
と人間関
係力・社会
的自己実
現等、育
成したい
生徒像の
具体化

・生徒会活動をより活性化させ、学園祭や国際高校生フォーラムなどの行事、日
常的な委員会活動を通し、リーダーシップを発動せざるをえない場面を数多く設定
する。また、それらの行事が、本来目的としている領域に到達できるよう生徒の創
造性を十分に発揮させる。

・学園祭におけるプレゼンテーションコンテストの内容充実や、ボランティア活動の
自主参加の拡大を図り、また日常生活においても、交通安全指導や服装指導を
通し、自らと社会との密接な関わりを意識させる。

・生徒会行事や部活動、クラスの係活動などを通しさまざまな失敗を経験させ、現
実を堂々と受け止められる強さをはぐくむ。また、教育相談を充実させ、生活に消
極的になった生徒に自分が出来ることを少しずつ達成させていくことによって、自
分への自信を取り戻させる。
・学園祭や国際高校生フォーラム等の学校行事を生徒自らの手で計画、準備、運
営させて行くことにより、今現在の充実が未来を切り拓く力につながっていくことを
経験させる。また、そこで経験したことや学んだことを言語化する活動を通し、それ
からの日常生活に生かしていけるような力とする。

５．定時制
教育の充実
（定時制）

授業規律
の向上と
授業改善
による学
力の向上

積極的な
生徒指導

2年次生研
修旅行の
充実

・携帯電話やスマートホンの使用については、今後も教
職員間で連携して指導を継続する。
・進学希望先に合わせた個別指導を継続する。まだ就
職先が未決定の生徒がいるので、キャリアアドバイ
ザーや進路担当者等と連携して就職先を検討するとと
もに、卒業に向けた指導も継続する。
・授業改善の一環として授業参観等を行ったが、前期
は少なかった。後期は、先進校視察の報告を生かした
り、授業公開・授業参観の機会を増やし、基礎学力の
習得を含めた授業方法の工夫を図る。
・基礎学習の内容や教材等を工夫して、生徒のやる気
を高める指導を行う。
・集会の集合や挨拶など良いところは褒め、頭髪や言
葉づかい、掃除など指導すべきことは共通理解して指
導に当たる。
・面接や関係機関との連携を密にして生徒理解・情報
共有に努めるとともに、様々な悩みを抱えている生徒
の個別指導を継続する
・県生連大会や生活体験作文に取り組むとともに、クリ
スマス会や球技会など、生徒が主体的に取り組む仕掛
けを工夫して生徒会活動を活性化させる。

・首都圏研修では、班別研修の具体的な内容をさらに
検討し、事前学習を深めていく。

評価項目 具体的項目 具体的方策

・授業規律について、年度当初から生徒・教職員で共通理解を図り実践する。
・ハローワークやキャリアアドバイザーとの連携を密にし、正規採用に向けて職場
訪問や書類作成・面接指導等を計画的に行う。
・面接や声かけなどを効果的に行い、安易な欠席や欠課を減らすとともに、レポー
トの未提出を防ぐ。
・全職員が授業公開・授業評価を実施し、授業改善や指導方法の向上を図る。
・先進校視察を継続し、基礎基本の定着や人間関係づくりについて本校なりの方
法を工夫して実践する。

・面接や家庭訪問等あらゆる機会を捉えて生徒一人ひとりのおかれている生活環
境や生育歴等を把握し、SCやSSW等と連携してきめ細かな指導を行う。
・生徒会活動や学校行事等で生徒が主体的に取り組む仕掛けを工夫し、生徒の
活動を活性化させ、連帯感や達成感を持たせる。

・早期に研修先や内容を検討し、研修の狙いが十分に達成できる計画を立案する
とともに、研修前及び研修後も進路意識や勤労観を涵養する取り組みを工夫す
る。

改善方策

４．広報連
携力の更な
る強化（連
携発信）

・本校のHPをさらに充実させ、教育活動を適切に外部へ情報発信できるよう努め
る。
・学校案内を更新し、新鮮な情報を掲載して中学校への広報力を強化する。
・中学生を対象とする高校説明会を充実させる。

・中学校主催の説明会や進路学習の機会を利用して、教職員が積極的に中学校
に出向き、本校への理解が深まるよう工夫する。
・本校へ学校訪問等に来られた外部の方への説明を、キャリア形成部や企画推進
部以外の教職員も行い、発信能力の向上に努める。
・ＨＰに関する研修会を行い、能力と意欲の向上に努める。
・倉吉東中学校、河北中学校との「英語スクラム教育推進事業」を充実させ、学校
間の連携を密にする。また公開授業等を積極的に活用して、相互理解を深める。

・「中学生英語ブラッシュアップ講座」への参加拡大を促進すると同時に、中学教
職員の参加（参観、ティームティーチングなど）を呼びかける。
・部活動でも中学と合同練習を行うなど、可能な範囲で交流を行う。
・中学校出前授業に積極的に応じる。

・保護者対象の進路講演会や大学見学会の参加者を増やし、内容を充実させる。

・ネットコモンズ２への更新が遅れたため、「再読み込
み」を周知する時間があまり取れなかった。検索画面
から「再読み込み」の情報を発信できるよう工夫した。
・学校案内の更新や、体験入学でのチューター活用を
今後も継続する。
・今後も教職員の中学校派遣を継続する。
・今後も来校者のニーズに合わせた人選を行う。

・職員会議後の職員研修を通じて、ＨＰの更新のスキ
ルの向上と情報発信の意義についての理解を求める。
・学力向上を図ると共に、中学校でのＣＲＴ（Criterion
Referenced Test）、ＮＲＴ（Norm Referenced Test）など
の学力検査を通じ、生徒の変化と成長を検証してゆく。

・来年は中学校訪問説明会を通じて趣旨を説明し参加
を呼びかける。中学校の担当者にも声をかける。
・部活動顧問に対し、継続して中学校の部活との連携
を呼びかけていく。

　
・保護者に参加を呼びかけるとともに、ランチミーティン
グに参加可能な大学生の確保を早急に行う。ゆったり
と話ができる時間と環境となるよう配慮する。

積極的な
広報活動
による地
域や中学
校からの
共感の促
進

育友会・同
窓会との
連携促進

新スクラム
教育によ
る中学校
との連携
並びに中
高の円滑
な接続

・執行部として活動してきた２年生の問題意識を生かし
て、新執行部を中心に問題解消に向かって具体的な動
きをする。また、引き続き１年生も執行部のメンバーとし
て一緒に活動させる。
　
・生徒会執行部が主体となって、啓発活動を行う。ま
た、教職員側からも学年団や他分掌と連携をとりなが
ら、問題の発展的解消を目指す。
　
・後期は大きな生徒会行事は少ないが、日々の委員会
活動を通して自らの責任を果たす姿勢を求めていく。ま
た、指導体制の工夫、活動時間の確保、予算面での支
援によって、より一層部活動の活性化を図る。教育相
談については、予防の視点に立ち、ストレスマネージメ
ントについて生徒に理解させたい。

　
・新執行部やフォーラム生徒実行委員会を中心に、来
年度の学校行事のグランドデザインを描かせ、全校生
徒と共有する。


